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三和建設工業㈱に感謝状贈呈

　三和建設工業株式会社に対する感謝状の贈
呈式が１月 29 日、町民センターで行われ、
西山町長から臼井美智也代表取締役社長へ感
謝状が手渡されました。
　同社は、町道中の沢線における側溝の清掃
および支障枝の伐採などを無償で実施され、
道路環境整備にご貢献いただきました。
　まちの環境整備にご協力いただき誠にあり
がとうございます。

感謝状を掲げる臼井代表取締役社長（左）と西山町長感謝状を掲げる臼井代表取締役社長（左）と西山町長

解散式で最後の記念撮影を行う会員の皆さん解散式で最後の記念撮影を行う会員の皆さん

　昭和 52 年４月の発足以降、知内ダムの建設や
用水施設の改修など、町内の農業関係施設の整備
に多大な貢献をしてきた知内町国営土地改良事業
対策期成会が事業完了に伴い、１月 30 日、中央
公民館で解散式を執り行いました。
　森永勉会長は「歴代の役員はじめ会員各位の涙
ぐましいご努力により国営事業が遂行され、無事
に事業完了手続きを終えた。長い間のご協力本当
にありがとうございました。」と歴史を振り返り
ながら感謝を述べました。

西根医師（左）へ西山町長から感謝状が贈られました西根医師（左）へ西山町長から感謝状が贈られました

　知内町歯科診療所医師および町内の学校医として町
民の疾病治療や健診事業等に献身的にご尽力してくだ
さった西根正明医師へ、１月 31 日、地域医療や福祉
の向上への貢献を称え西山町長から感謝状が贈呈され
ました。
　受診者の減少等により本年 3月 31 日で閉所となる
（※）知内町歯科診療所内で行われた贈呈式で西根医
師は「様々な経験を積ませてもらいありがとうございまし
た。約 61年ほどの期間、知内町にはお世話になりまし
た。」と感謝の意を語りました。（※）2月1日より休診

約 46 年の歴史に幕
国営土地改良事業対策期成会解散

知内町歯科診療所閉所
西根医師へ感謝状贈呈
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知高生が未来をつくる ――

　知内高校生と町議会議員がともに地域課題について議
論し、解決策を探る高校生議会が総合学習の一環として
行われ、１月 22 日、３年生 42 名が出席。町議会議員
９名が助言役を務め、町の将来像を若者の視点で考え発

表しました。
　鳴海空さんは「課題や解決
策について改めて認識。今日
の活動を通して何かしらに活
かしていければ」と、まちづく
りへの意気込みを語りました。人口減少にどう立ち向かうか発表する生徒人口減少にどう立ち向かうか発表する生徒 考えを模造紙にまとめました考えを模造紙にまとめました

保護者と教職員の教育交流

こども園×高校×ダンス
　創作ダンスで運動交流を行い、社会性を身に付けるこ
とを目的に、知内高校３年生スポーツ履修者 30 名とし
りうち認定こども園児 39 名によるダンス発表会が１月
17 日、同校体育館で行われました。

　保護者と教職員の子育ての意識を共有し、教育に関する意識
を高く持って足並みをそろえていくことを目的に、知内小学校
ＰＴＡ教育講演会・交流会が１月17日、同小学校で行われ、保
護者23人、教職員20人が参加。栁澤満校長が講師となり、こ

　全５チームに分かれ練習す
る中で、生徒と園児たちは交
流を深めました。同日行われ
た発表会では、少し緊張しな
がらも息の合ったダンスを披
露しました。

れまでの教育者としての見地から子
育てに関しての講演が開かれました。
　参加者間で幼少期当時の経験を話
し合うグループワークも行われ、当
時と今の教育の違いを再認識し、交
流を深めていました。

発表するチームと観客席で一緒に踊りました発表するチームと観客席で一緒に踊りました

グループで話し合う様子グループで話し合う様子

発表会前のダンス練習発表会前のダンス練習

講師として講演を行う講師として講演を行う
栁澤校長栁澤校長

広報しりうち 令和６年 3 月号3



news&topicsまちの話題

Shiriuchi Public Relations 2024-3 4

林業担い手確保に向けて
　町の林業の担い手確保の取組みのひとつとして、担い
手センターを拠点に北海道立北の森づくり専門学院の生
徒をインターンシップで受入れました。
　２月１日には、北斗市の現場に出向き、株式会社ドウ
ナン林業の前田政宏代表取締
役から、丸太の測定やショベ
ルカーの操作等についての指
南を受け、将来の林業を担う
意識を高めながら実務経験を
積みました。

前田代表取締役（右）から指南を受けながらショベ前田代表取締役（右）から指南を受けながらショベ
ルカーを操作する学生ルカーを操作する学生丸太の測定を行う学生丸太の測定を行う学生

町内初 ジビエ給食

漁業通じ 社会を学ぶ
　北海道大学の学生が講師となり、水産業を通じて地域
づくりを学ぶ特別授業が１月 24 日、知内中学校で行わ
れ、２年生 26 名が出席しました。教室では、講師の名
畑公晴さん（環境化学院博士後期課程１年生）が全国で漁
業者を研究してきた知見を活かし、仕事の魅力に関する

　町内３小中学校で１月 26 日、町内で捕獲したエゾシカ
肉を使用したドライカレーが給食で初めて提供されまし
た。知内中学校では同日にエゾシカによる農林業被害の現
状や活用方法を学ぶ食育授業も開かれました。

アンケートを実施。名畑さん
は「考え方が違う人たちがい
ることを理解していくことが
今後の社会生活で大切にな
る」と強調していました。

　３年生の石本空さんは「ジビエ
は普段食べないけれど、ほかの肉
とあまり変わらず美味しい」と話
していました。
　今年度中にはシカ肉のジンギス
カンの提供も予定しています。

名畑さんが講義を行う様子名畑さんが講義を行う様子

食育授業内で「食べることは生きること」と食育授業内で「食べることは生きること」と
語った町内ハンターの一之谷駿さん語った町内ハンターの一之谷駿さん

iPadからアンケートに回答すiPadからアンケートに回答す
る生徒る生徒

カレーを頬張る石本さんカレーを頬張る石本さん
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おにはそと ふくはうち

知内高校野球部が児童に野球指導

3 年生を送る会
　知内高校野球部３年生を送る会（後援会主催）が２月２日、
中央公民館で開催されました。この春、同校を卒業する野
球部３年生部員21名に向け、出席者から温かい激励の言
葉が贈られ、３年生部員からはこれまでお世話になった

　２月３日、しりうち認定こども園でまめまき会が行わ
れました。心の中にいる泣き虫鬼や怒りんぼ鬼たちが出
てくるかもしれないと不安そうな子どもたちは、鬼が出
ても追い払えるように豆当てゲームで練習しました。そ

方々への感謝と今後の抱負が
語られました。同校野球部の
𠮷川英昭監督は「（今後の知内
高校の基盤となる）良い土壌を
作ってくれた」と功績を称え３
年生を励ましました。

の後、会場に鬼が登場すると、
泣き出す子や、逃げる子、練
習した通りに豆代わりのボー
ルを投げる子など様々。最後
はみんなで力を合わせて鬼を
追い払いました。

後輩部員からの感謝を込めた校歌斉唱を聞く後輩部員からの感謝を込めた校歌斉唱を聞く
３年生部員たち３年生部員たち

怯えながらも果敢に鬼に挑む園児ら怯えながらも果敢に鬼に挑む園児ら

𠮷川監督（左）から漢字一字の𠮷川監督（左）から漢字一字の
応援メッセージを受取る３年生応援メッセージを受取る３年生

豆を投げつける園児豆を投げつける園児

広報しりうち 令和６年 3 月号5

　知内高校野球部が講師となり、地域の少年団に野球を教える教室「知内ジュニア」が、２月 10 日、同
校体育館で開かれました。コロナ禍の影響などで６年ぶりの開催となった今回の教室では、初の試みと

習が行われました。
　45 名の少年団員たちは現
役野球部員から打撃や守備の
コツが伝授され、参加した少
年団員らは笑顔で指導を受け
ていました。指導を受けながらボールを投げる少年団員指導を受けながらボールを投げる少年団員 バッティング指導の様子バッティング指導の様子

して西部４町の野球少年団（知内元町ジャガーズ・福島
吉岡野球少年団・松城ユニオン野球少年団）を対象に練
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　知内町の四季の中で見つけた魅力的な写真
を募集した「第８回しりうちフォトコンテス
ト（知内観光協会主催）」の応募作品審査会
が２月15日、中央公民館で行われました。
　応募総数102作品で16名の審査員により審
査され、２つの部門で計23作品の入賞が決
まりました。本特集では、最優秀賞２点をご
紹介します！
　見事なタイミングで切り取られた作品の
数々は、町内での作品展や町ホームページで
も公開予定ですので、ぜひご覧ください。

産業・生活・文化 部門
最優秀賞

小玉 知奈未 さん
（元町）

自
然
・
景
観
・
観
光 

部
門

最
優
秀
賞

竹
田 

淳
子 

さ
ん（
元
町
）


